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コロナ禍の中私たちの生活は一変し、保護者、地域の皆様も、様々な制限の

中で２０２１年を迎えられたことと思います。私自身も、「当たり前」、そして

「つながり」の大切さを実感しているところです。新型コロナはもちろん、イ

ンフルエンザ等の感染症も懸念される季節です。子どもたちはもちろん、保護

者、地域の皆様も、引き続き感染症対策に努められ、元気にこの冬を乗り越え

てくださることを心より願っております。

冬休み前の放送朝会では、右のような「『こども

六法』を紹介し、『子どもであってもしてはいけな

いことはいけません！』ということを伝え、改めて

きまりは自分の心の中につくって生活することが大

切」という話と、「３つの冬休み」の話をしました。

子どもたちの生活はいかがだったでしょう？３つの

の冬休みの中でも、特に「感謝をおかえしする冬休

み」として、進んでお手伝いをしたり、あいさつを

したりする子どもたちの姿は見られたでしょうか？

このコロナ禍の大変な年末年始、家族の一員として、

子どもたちが少しでも日頃の感謝をおかえしするこ

とができた冬休みであれば幸いです。

さて６日（水）から後期後半がスタートしました。

後期に入り、子どもたちの間で「あいさつで西小を結
び隊」が結成され、自らあいさつの輪を広げようとす
る気運が高まってきています。この思いを大切に育み

ながら、一人でも多くの西っ子が安心して通える学校

づくりを目指し、引き続き『思いやり算』と『西っ子

運動』を大切に、少しでも“「学校が楽しい！」と言える子ども１００％”に近づけ
るよう努めて参ります。皆様、本年もどうぞよろしくお願いいたします。

志免西小 校長室から

“こんにちは！”

新型コロナウイルス感染症の

終息を願うとともに

皆様のご健康とご多幸を

心よりお祈り申し上げます

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます

令和３年１月６日

初春のお慶びを申し上げます

いつでも・どこでも・自分から
「ぼく・わたし」もできている！も


